
測定が所望の条件で行えない場合は、本書で説明するログファイルを取得し、弊社へ送付してください。ログファイルにより問題の
特定が容易になり、早期解決につながります。

取得対象のログファイル

1. Frame capture
2. Logs & Trace
3. Test Results

Frame Captureファイルの取得方法

Frame Captureは、DUT とMT8862A 間の無線LAN 通信フレームをキャプチャし、保存します。ファイルは、pcap形式で保存され
Wiresharkなどのプロトコル解析ソフトで見ることができます。

<手順>

① メニューバーの[Tool] → [Frame Capture]とクリックし、[Frame Capture]ダイアログを開きます。
② [Buffer Size]を適宜選択し、[Start]ボタンを押してキャプチャを開始します。
③ DUTと接続し、測定を実行します。
④ 測定が終了したら、[Stop]ボタンを押してキャプチャを終了します。
⑤ [Save to MT8862A and local disk]をクリックし、キャプチャしたファイルを制御用PCに保存します。
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Log & Traceファイルの取得方法

Log & Traceは、MT8862Aの内部動作ログと、最後に行った送信測定でキャプチャしたIQトレースデータを保存します。

<手順>

① メニューバーの[Utility] → [Log] → [Export Log & Trace]とクリックし、[Export Logs & Trace]ダイアログを開きます。
② ダイアログの[OK]をクリックし、内部動作ログとIQトレースデータを制御用PCに保存します。
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Test Resultsファイルの取得方法

Test Resultsは、測定結果を一括で保存します。

<手順>

① メニューバーの[Utility] → [File] → [Export Test Results]とクリックし、測定結果を制御用PCに保存します。
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